
2. 取り組み事例【淑徳中学・高等学校】
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1 淑徳小学校での放課後アルファ事業に

おける高校生ボランティア

淑徳高等学校社会福祉部の高校生が、毎週２日、淑徳小学校で放課

後実施している学童事業（アルファ）にボランティアで参加し、小

学生と遊んだり、宿題を教えたりしている。法人内の小高連携・

パートナーシップ活動の一つである。＜社会福祉部＞

★ ● ●

2 淑徳小学校・高校生による特別授業 淑徳小学校での夏休み・冬休み・春休みにおける学童事業（アル

ファ）において、高校生が自ら授業案と教材を作成し、小学生に対

して授業を実施する。これまでに手話・手芸工作・英語・健康教育

の授業等を実施している。法人内の小高連携・パートナーシップ活

動の一つである。＜社会福祉部＞

★ ● ●

3 うきうきもぐもぐ食堂 淑徳中学高等学校社会福祉部の中学生・高校生が、マハヤナ第2保

育園で自前の「子ども食堂」を企画し、実施している。生徒自らが

食材費を行内募金で調達し、遊びや勉強の企画を考案して実施し、

保育園で調理してもらった食事を配膳する。参加者は板橋区の小学

生であり、法人内の小高連携・パートナーシップ活動の一つである

とともに、地域連携活動の一つである。＜社会福祉部＞

★ ● ● ● ● ●

4 高島平まいにちおいで子ども食堂ボラ

ンティア

高島平にある「まいにちおいで子ども食堂」で高校生が火～土でシ

フトを組んで、放課後にボランティアに行っている。内容は子ども

たちと遊ぶ、調理・配膳のお手伝い等。地域連携活動の一つ。＜社

会福祉部＞

★ ● ● ● ●

5 赤い羽根共同募金・街頭募金活動 赤い羽根共同募金を部活動として生徒が池袋東口で街頭募金を年に

数回実施している。毎年10万円以上を募金して寄付しており、一昨

年は部活動での寄付額として全国1位になった。＜社会福祉部＞ ★ ● ● ● ● ●

6 「ふくのわ」古着回収活動 年に数回、家庭で使わなくなった古着等を校内で回収活動を行い、

パラリンピックの資金とする団体に寄付している。＜社会福祉部＞ ★ ● ●

7 フードドライブ食品回収活動 年に数回、家庭での余剰食品を校内で回収活動を行い、主に「いた

ばしフードバンク」や板橋区内の子ども食堂に寄贈している。毎年

「いたばしフードバンク」の総会に生徒が招待されてスピーチを

行っている他、地域連携活動として評価され、板橋区青少年表彰で

区長から表彰された。＜社会福祉部＞

★ ● ● ● ● ● ●

8 文房具回収活動 年に数回、家庭で使用しなくなった文房具等を校内で回収活動を行

い、途上国や長期入院中の子どもたちに寄贈している。昨年度から

は香川県の高等学校とコラボレーションで共同での回収活動も実施

している。＜社会福祉部＞

★ ● ● ● ● ● ●

9 いたばし子どもフェスボランティア 毎年5月に開催している「いたばし子どもフェス」にボランティアと

して生徒が参加し、子どもたち用のゲームや模擬店等に参加してい

る。地域連携活動として評価され、板橋区青少年表彰の対象にも

なった。＜社会福祉部＞

★ ● ●
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10 前野寺子屋 淑徳系列が運営する児童支援施設「撫子園」に入居する小学生を対

象に、高校生が近くの寺を借りて、毎月1回勉強を教えている。法

人内の連携・パートナーシップ活動の一つ。＜社会福祉部＞ ★ ● ● ●

11 手話講座 週1日、社会福祉部の中高生を対象に、板橋区聴覚障害者協会のろ

う者の方が講師として手話を教えてもらっている。手話技能検定に

挑戦する生徒もおり、これまでも20人以上が3級・4級を取得してい

る。地域連携活動の一つ。＜社会福祉部＞

★ ● ● ● ●

12 東京都ボランティアフェス・高校生代

表

毎年2月に実施される東京都ボランティアフェスに高校生代表として

社会福祉部が参加している。2025年に初選抜され、2026年も連続で

選抜された。＜社会福祉部＞

★ ● ● ● ● ●

13 高校生ボランティアアワード全国大会

代表

毎年8月に実施されている高校生ボランティアアワードに社会福祉

部として参加している。毎年予選を通過して全国大会に出場してお

り、2025年は表彰され賞を受賞した。＜社会福祉部＞

★ ● ● ● ● ● ●


